
（ ）

事
業
概
要

関連事業
（同一目的事業等）

なし

目　標
（何がどうなれば

達成か）

事業内容
（手段、手法など）

※当該事業以下に
細事業がある場合
は、事業費ととも

に記載

対　象
（誰・何を対象に）

実施方法

％

家畜伝染病の予防など衛生対策の強化、衛生知識の普及啓蒙及び技術向上の強化等畜産の振興を
図るとともに、家畜排せつ物の適切な処理により、たい肥の利活用を促進する等畜産環境の改善
に資する。

畜産を巡る情勢は飼料価格高騰や畜産物価の低迷など厳しい経営環境であり、家畜伝染病への対策や
家畜排せつ物の処理をはじめとする生産活動に伴う環境への負荷など課題を抱えており、市内に畜産農
家は多く本事業は畜産振興には不可欠である。

目　的
（何をどうするた

めに）

□直接実施

市内に農場がある畜産農家
65 人 0.14

畜産農家による自衛防疫を推進することにより、家畜の健康保持と生産性の向上を図るとともに、家畜衛
生及び環境の改善に関する技術普及並びに情報伝達の円滑化を通じて、畜産経営の安定振興に寄与す
ることを目標とする。

対象者数（全住民に対する割合）

事業の必要性
・実施の背景

共励会への出品に対する補助。家畜防疫事業、肥育牛・酪農・養豚部等への補助。
各種共励会への出品の奨励や消費拡大対策、伝染病の予防・指導等防疫事業を行う。
【茨城千代田農協肥育牛部会】80,000円
各種共励会、共進会及び研究会等へ本部会会員の飼養する肉用肥育牛を出品する事業への補助。優良肥育牛の生産意欲
の高揚と、飼養管理技術ならびに資質の改善の向上を図る。
【家畜伝染病予防事業補助金】760,806円（H22年度実績）
市畜産協会が家畜伝染病予防として実施するオーエスキー病ワクチン接種に係る経費１頭あたり27円の補助。H22年度実
績は28,178頭。
家畜伝染病の発生を未然に防止し撲滅体制の確立を図る。
【かすみがうら市畜産協会】150,000円
家畜衛生及び生産環境の改善に関する技術普及並びに情報伝達の円滑化を図るため畜産講演会を開催しその経費への補
助や口蹄疫等の家畜伝染病を防ぐために消石灰を配布するなど自衛防疫推進事業に対しての補助。
家畜の健康保持と生産性の向上を図る。
【かすみがうら市畜産協会養豚部】170,000円
優良種豚導入や視察研修、かすみがうら祭での豚肉のPRなどの事業への補助。
【かすみがうら市畜産協会肥育牛部】170,000円
かすみがうら祭における牛肉のPR、家畜市場へ参加するなど視察研修や共励会出品へ補助。
【かすみがうら市畜産協会酪農部】170,000円
アカバネ病など乳牛伝染病補助事業、かすみがうら祭での牛乳普及活動等への補助。
【霞ヶ浦流域畜産環境負荷削減特別対策事業】4,705,000円（H22年度実績）
茨城県畜産関係事業費補助金の直接還元解消対策事業（県補助１／２）。
畜産農家と耕種農家の連携強化によりたい肥の利活用等、適正施用を促進するために整備する事業に補助。霞ヶ浦流域
の環境負荷軽減を図る。
H22　南新生有機肥料生産組合　ホイルローダー１台　2,150,000円、マニアスプレッダー１台　1,245,000円
　　 志士庫西部地区堆肥供給組合　ホイールローダー１台　1,310,000円
　

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：各畜産農家団体    　　実施主体：  　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 環境経済部

課長　中島邦之

予算事業名 畜産振興事業

農林水産課産業振興係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

平成17年度

かすみがうら市農業振興各種団体運営費補助金交付要項、かすみが
うら市家畜伝染病予防事業補助金交付要項、かすみがうら市霞ヶ浦
流域畜産環境負荷削減特別対策事業補助金交付要項

上位施策事業名

根拠法令

かすみがうら市総合計画
　第４章　第1節　農林業の振興

事業番号 １-2 平成23年度 



事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 畜産振興事業 平成17年度

事業番号 １-2 平成23年度 

人 6,262

28,178オーエスキー病ワクチン接種頭数

【成果指標名】

0.8

千円

千円

0.6 人

千円

千円

千円千円

千円

家畜伝染病の発生 件
成果実績

（事業目標達成状況）

成果指標設定
理由等

千円8,022

人 6,364 0.8

千円

千円

千円

7,8598,196 千円

千円

家畜伝染病が発生すると畜産業だけに留まらず地域社会全体に影響が及んでしまうので、衛生指導や防疫推
進事業へ補助することで県内でも畜産農家数の多い市内で家畜伝染病の発生をさせないことを目標とする。

Ｈ21年度

6,541 千円

4,707

千円

2 千円

7 千円

1,751 千円

千円

その他特財の内容

163 千円

千円

10,216 千円

人

千円

6,702

11,248 千円

1,760 千円

千円0.8 人 6,262

千円

人

人人 0.8 人0.6

2,020 千円

千円

千円

人千円

千円

千円

千円

千円

事
業
成
果

単位

1,865 千円

／総事業費

4,8280.6

0.6

3,843

事
業
実
績

【活動指標名】

活動実績
頭

6,705

人

4,852

千円

6,364

3,852

国県支出金

地方債

千円

千円

千円

総事業費

臨時職員等

4,828

財源

内訳

財源合計

千円

千円

一般財源

6,705 10,216

人

その他特財

4,852

千円

千円

特記事項
(事業の沿革等)

コ
ス
ト

効率指標
（事業費/活動指標）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

負担金、補助及び交付金

平成17年12月21日にかすみがうら市畜産協会設立総会開催。

千円

3 千円

人
件
費

担当正職員

人件費合計

千円

国県支出金の内容

千円

千円 千円

8,022

10

千円

事
業
費

千円2 千円

千円

千円6,396事業費合計 1,877

旅費

需用費

6,388

23年度（予算） 22年度（決算） 21年度（決算） 20年度（決算）

千円

千円8

0

千円

千円

千円

0

9

Ｈ22年度

0 0 0

Ｈ21年度 Ｈ20年度

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

○土浦市　交付団体：土浦市家畜衛生指導協会　　　○石岡市　交付団体：石岡市家畜衛生指導協会
　  H23 　土浦市家畜衛生指導協会補助金　300千円　   H23   運営費補助金　82千円
　　　　　優良牛改良事業補助金　430千円　　　　　　　　　 地域防衛対策事業　1,550千円
　　　　　家畜防疫事業補助金　1,584千円　　　　　　　　　 薬剤購入補助事業　1,260千円
　　　　　放牧育成牛助成補助金　49千円

11,248

302

33,235頭

乳牛伝染病予防ワクチン接種頭数

単位 Ｈ22年度

245285

21,513

Ｈ20年度

防疫・衛生指導を家畜保健衛生所と協力し強化していく。



人件費

平成22年度 千円
利益剰余金

（または繰越欠損金）

※以下、法律で財務情報の公表が義務付けられている団体（出資比率50％以上の団体、社会福祉協議会等）については必須記
入。その他、必要と思われる場合に記入。

千円
団体の支出概要
（平成22年度）

総計 千円

千円

県からの財政支出金 千円

管理費

千円

事業費 千円

金額

金額 概要（詳細等）項目

％ 職員

非常勤 うち
（出向／OB） 監事

市出資金

出資比率

千円

千円

団体の収入概要
（平成22年度）

うち
（出向／OB）

市町村からの財政支出金

総計 千円

委託料・指定管理料

補助金

概要（詳細等）

資本金

役員

団体概要

役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）

その他 千円

千円委託料・補助金　総額

団体への支出根拠
（選定経過等、支出先

の妥当性）

本市肥育牛振興のため、相互の連絡強調と団結により生産及び技術の改善を図り養豚経営の安定に寄与でき
る。

委託料・補助金等
の使途

（平成22年度分）

※委託料は設計ベースのため、前頁の
決算額における委託料と一致しない

内
訳

委
託
料
・
補
助
金
等

費目 概要

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 畜産振興事業 事業開始年度 平成17年度

団体名 かすみがうら市畜産協会肥育牛部

170千円

千円

千円

金額

補助金 肥育牛振興事業補助金

千円

千円

その他

千円

千円

千円

項目

国からの財政支出金 千円

千円

事業番号１ 事業番号１-2 平成23年度 



補助金

その他

団体の支出概要
（平成22年度）

総計 千円

利益剰余金
（または繰越欠損金）

平成22年度 千円

人件費 千円

千円

団体の収入概要
（平成22年度）

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

項目 金額 概要（詳細等）

国からの財政支出金 千円

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 畜産振興事業 事業開始年度 平成17年度

団体名 かすみがうら市畜産協会

団体への支出根拠
（選定経過等、支出先

の妥当性）

畜産農家による自衛防疫を推進し、家畜の健康保持と生産性の向上を図ると共に、消費者との交流を図り、畜産
農家の経営安定に寄与することができる。

委託料・補助金等
の使途

（平成22年度分）

※委託料は設計ベースのため、前頁の
決算額における委託料と一致しない

内
訳

委
託
料
・
補
助
金
等

千円

委託料・補助金　総額 千円

千円

費目 概要 金額

補助金 畜産協会運営費補助金 150千円

千円

千円

※以下、法律で財務情報の公表が義務付けられている団体（出資比率50％以上の団体、社会福祉協議会等）については必須記
入。その他、必要と思われる場合に記入。

団体概要

千円

千円

その他 千円

総計 千円

項目 金額 概要（詳細等）

事業費 千円

管理費

千円

千円

委託料・指定管理料 千円

千円 （単位：人） 常勤 うち
（出向／OB） 非常勤 うち

（出向／OB）

出資比率 ％ 職員

資本金
役
職
員

監事 うち
（出向／OB）

市出資金 千円 役員

千円

事業番号１ 事業番号１-2 平成23年度 



団体の支出概要
（平成22年度）

利益剰余金
（または繰越欠損金）

団体概要
資本金 千円

役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB） 非常勤 うち

（出向／OB） 監事 うち
（出向／OB）

市出資金

管理費 千円

団体への支出根拠
（選定経過等、支出先

の妥当性）
本市養豚振興のため、相互の連絡強調と団結により生産及び技術の改善を図り養豚経営の安定に寄与できる。

委託料・補助金等
の使途

（平成22年度分）

※委託料は設計ベースのため、前頁の
決算額における委託料と一致しない

内
訳

委
託
料
・
補
助
金
等

費目 概要 金額

委託料・補助金　総額

※以下、法律で財務情報の公表が義務付けられている団体（出資比率50％以上の団体、社会福祉協議会等）については必須記
入。その他、必要と思われる場合に記入。

千円

項目 金額 概要（詳細等）

事業費 千円

団体の収入概要
（平成22年度）

項目 金額

国からの財政支出金 千円

県からの財政支出金 千円

市町村からの財政支出金 千円

千円

人件費 千円

総計 千円

平成22年度 千円

補助金 千円

その他 千円

千円

総計

委託料・指定管理料

その他

概要（詳細等）

千円

千円 役員

出資比率 ％ 職員

補助金 養豚振興事業補助金 170千円

千円

千円

千円

千円

千円

団体名

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 畜産振興事業 事業開始年度 平成17年度

かすみがうら市畜産協会養豚部

事業番号１ 事業番号１-2 平成23年度 
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